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このたびは乾社製品をお買い上げいただきまして誠にありがとう 
ございまず。ご搜巧前に、この取扱巧明まを最後までお巧みのうえ、 
正しい使い方で末をくご受巧ください。お読みになった後は、大切 
に巧管して下さい。 
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1 .安全上のご注意 


•ご巧巧前に、この f まま上のごホち J ) をよくお訊^のうえ、正しくお巧いください。また、お扇みになった繳ま、ホ切に巧巧してください。腔0ち本巧孩び巧扱战巧塞には、お巧し、 
になる人や、他の人へのをち、がまへのちまをまなに防ぐための内容を記投していますので、必ずお巧りください e おす巧がお使いになるときは、なまをのちが巧孩訟明重の 
やみをお商みになり、正しい使い方を巧]密巧ください。まホと図記号は下記のようになつていまず。巧容を理稱してかを本文をわ扁みください。 


A 警告 


f 取扱いを誤った場る、使ちをが巧こまた はまな X 1) ををうこと由巧をされること J を I 
示します。 

/ j \ 乌 r 取巧いを黄った塌をを用まがな呈(解）を貞うことが想をされるか、または物の損 
/ ! \ /エ/西、舌(；1(3)の発モがあをされることよを示します。 

《1:重なとはえ巧やけが、やけど（音盛•を温）、麽巧、巧が、中毒などで、を巧症が残るものおよび;袖巧に入睛 
^2:な害とは、洁巧に入院やを期の通院を妾さないけが-やけど•感虫などをさします。 

:物的損害とは、家屋-まなおよび家畜- ペットなどじかかわる祗大損害をさします。 


記号、「禁止 J (しないでください） 

を示します。 

身参記号、「強制」（必ずしてください） 
^ を示します。 

長期の适隔を要ずるものをさしまず。 


r A 警告 1 

を 

お手入れの際は、必ず差込プラグをめいてください。 

•盛巧•やけど-けがをする恐れがありまず。 

喔) 

ミ需れた手で差込プラグを抜き差ししないでください。 

•感電-やけど*け力てをする恐れがあります。 


修理技術者 W 外は、絶巧にが解したり、修® •巧造 
をおこなわないでください。 

•発火したり、異背動巧してけがをすることがありまず。 

0 

羽根•ガード•スタンドベースをつけずに高さ調節ボ 
夕> を巧したり、モーターを運転しないでください。 

がでをずる恐れがあります。 

m 

水につけたり、かをかけたりしないでください。 

•感電•シヨートのをれがあります。 

J 


r A )3 

L . 1 

を 

使用時が外は、差をプラグをコンセントから 
抜いてください。 

•けがややけど、が爲劣化[こよる感電、漏電;^災の原西 
にな 4 まず。 

0 

電源コードを傷つけたり、破模させたり、加工したり、 
無理に曲げたり、引っ張ったり、たばねたり、重いも 
のをのせたり、はさみ込んだりしないでください。 
•電源 コード が 破損し、 火ぶ •感電の原因となります。 

を 

差込プラグを抜くときは、電源コードを持たずに 
必ず先端の差込プラグを持って弓 1 き抜いてください。 
•感をやショートをして発火の原困になります。 


周四に障害物があったり、不を定な場所では使用 
しないでください。 

•転倒 やを 巧の原因になりまず。 


ガードの中や可動部へ指を入れないでください。 

樂けがの原因になります。 

Q 

風を長時間、からだにあてないでください。 

参 拽康を損なう恐れがありまず。特に乳幼巧、お年奇り、 

病巧の方は';ち度してください。 

0 

交流1 00 VW 外の電源は使用しないでください。 
擧戚舌 • 火ぶの原因となります。 

0 

スプレーをかけないでください。 

♦樹脂や里装部ががを置したり、お損する原因になります。 

[〇 

電源コードや差込プラグが傷んでいたり、コン 
セントの差し込みがゆるいときは使巧しないで 
ください。 

•感電■ショート•発火の原困になります。 

0 

扇風機カパーをご使巧の場を、ほこり等がつまった 
巧態で使用しないでくださし、。 

•モーター部があおし、战暗や 事 巧の愚因になりまず。 

J 


〔お願し、 ijg 根にはりつけてある「羽根マーク」は、はがさないでください。 


2.仕 様 


'電 



源 

巧流10 OV 50 H 之 

巧流10 0 V 60 HZ 、 

消 

費 

電 

力 

40 W 

43 W 

首 

振 

角 

度 

0— 約90度 

コー 

ド長さ 

(約） 

1 -8 m 

質 


を 

(約） 

3.2 kg 

大 

さ 

さ 

(約） 

巾置 37 -Ocrn X お巧34.0 cm X 高さ68‘0〜 86 ‘Ocm 高さ調節 （ min / max ) 心 






































3. 各部のなまえ 


ガードリング 


习习根 


ガード 


パイプ 


スタンドポール 

ベース 
操作パネル 


前ガードをガード 
取っ手 



首おり 
つまみ 


モーター部 


局さ調節 
ボタン 


差込プラグ 


リモコン 

つ-り' 


リモコンフック 


4.組立て方 


《ご使巧の前に次の厢巧で正しく組なててください。^包装ケースは、保皆するときに必要でずから捨てないでください。 
■組立て前 ■組立て時 


' ま意 

0 

巧なて的、あるいは組立て中に巧混プラグを 
コンセントに运し込まないでください。 

•モーター g が回り出し.ケガ巧巧因じな y ます。 

化なて前、あるいはお巧て中に r 高き調節ボタン J 
を揉巧しないでください。 

♦モーター部が巧び化レて、ヴ巧の旧因になります。 


A を患 

① 

开ード辭巧け十ットで後开ードを取巧ける時は、 
万ード統巧けナットが使用やにゆるまないよう 
にしっかりと締巧けてくださし、。 

•締忖けがず十分ですと、ガードがぐらつき羽 
根と接轴して羽根割れの原田となります。 



■組立てち 

1.ペースとスタンドポールを組立てます。 

0スタンドポール下側に巧いている固を巧ナットを 
左に回して外してください。 

©電源コードをベースの巧に通してください。 
©スタンドポール前方のツメをペース 
前方の巧に差し达みます。 

〇スタンドポール下の操作部分をベースの 
ガイド溝に確実にはめ込んでください。 

@ゆっくりと横向きにしてください。 

©ベース下部から固定巧ナットを 
をに回して締め巧けてください。 


スタンドボール 


逗满コード 



固を用ナツ I 


ちに回し楠めなける 



ジグを 
はめ岛みます。 


固定巧ナツ I 


2.スピンナー、モーター軸のチューブ、 
ガード締付けナットをはずします。 

〇スピンナーをちに回して外してください。 

©チューブは扇風機を保管ずるとき、 

モーター卽のサビ防止となりますので 
捨てないでください。 

©ガード締巧けナットを左に固して 
外してくだきい。 



スピ^^ナ— ガード締巧け 

ナユーブナット 


モーター部 


左に 
回し外す, 
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4. 組立て方 


3.後ガードを取付けます。 

•モーターカ/ く一の突起部に、後ガードの丸巧を含わせてはめ込みます。 

•ガード締付けナットをちに回して使巧中にゆるまないようにしっかり締がけてください。 




4.羽根を取付けます。 •羽根の焉とモータ ー 軸の回り止めピンが合うようにして羽根を差込み S 




クリップ 


霞 クリップを上に巧ず 


クリップ 


♦ウリ 


プをはずし I 


下部を手前に引き、 


前ガ 


ドを 


はずして < ださい。 


ガードリングの 


5-前ガードを取付けまず。 

•前ガードフックを後ガードに合わせて掛け、 

前ガードを巧さえて後ガードに 
「ガチッ J というまで確実にはめ込み、 

固定してください。 

参クリップは前ガードと後ガードをはさみ込むように 
確実に止めてください。 


""©後ガードにさゎせる 


6* リモコンの付け方 

•フックを上に向けてパイプにはめます。 

•リモコンの裏の掛け部分をフックに差し込み取り巧けます。 


リモコン、 
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5. ご使用方法 



.リズム風の 
パターン図 


强 

風 

を 

弓を 

中 ■ 
窗- 



凸 


B . お望みの風に風量調節ポタンし&»)を巧してさわせてくださし、。 
ボタンを巧すごとに弱一中一强一弱とランプが移動します。 


OFF 

L 淵 

を祕 

瓣 


タイマーボタン 


ijs お 


JU だ W 

到删 


3日秒が秒 8® 

弓が- 




3娜娜瓣 


おやすみ風の 
パターン図 


百 

風 

が 

■ 1 

で" 

ち百 ■ 

1 

時 

々 B " 

OFF 

1 


弱 

風 

鹽 


が 
中 • 

称 

OI=F 


時巧 


] 


强 

か- 

雨 


OFF 


が分11 


つ 
致を 
時問 


風量調節ボタン 


じタイマーボタンに;3づを巧すと自か停止時間を設定できます。 
ボタンを巧ずごとに 0.5 〜4時間まで、お好みの時間に設定する 
ことができます。 


モードボタン 


a モードボタンりを巧ずとお好みの運転モードに設定できまず。 
ポタンを巧すごとにおやすみーリズムー通南モードと訟定がを化しまず。 


リズム風 


おやすみ風 


リズム風は左國の問曲で恩の強弱を場り返し、自然におい 
風をお居けします。 

おやずみ围を度おしクイマーボタンを巧すことでおやすみタイ 
マーモードになり、 0.5,1 夕,4時巧の點定ができまず。を固の 
パタ^ン忠£がをゎり設定された時巧に自動的に止まりまず。 


イオンボタン 


E . イオンポタン(ゴづを巧すとイオンランプが点巧し、 
マイナスイオン発生器が畑き、お部屋を爽やかな環 
境にずるマイナスイオンを空気中に巧出します。 


了イナスイすン男を位■には.姑れないでください， 
5??な»のぉ因1こなり、 マイナスイスンを発をレなくなけます。 


か出□やお尚に巧やを*巧などの巧物を A れなし1でください。 
のけが、巧 I のをれがありまず。 



リモコンの使用 


t リモコンにより同様の操作をすることが巧能です。 

% リモコンによる留定巧容は本巧個のみ 巧 JS ホルのランプで巧示されます， 
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時定時間 

























































































































首振つまみの使い方 


•押し込むと…首振りをします。 
•引上げると….停止します。 


A 注意 

0 

首振運転中に、お埋 
やりガードを巧止さ 
せたり、回したりし 
ないでくださし、。 

•波降の原因になります。 


高さ調節ボタンの使い方 


参高さ調節ポタンを巧しながら、パイプ 
を上または下にスライドし、お望みの 
高さに調節してください。 

参持ち運びする場合には、パイプを一番 
下に巧し下げて固定してください。 



ZL ま意 

0 

羽根•ガード•ベースをつけず 
に高さ調節ボタンを押したり、 
モーターを運転しないでくだ 
さい。 

•サガ の雁因になります4 


コード収納部の使い方 


本体べース底面 


■電源コードを収納する事が出来ます。 

•使用しないとき、電源コードを巻き付けて収納することができます。 
• 扇風機を使用時には、電源コードをコード収納部にをき巧けないで 
ください。 

X 電源コードが加熱して発火の原因になる恐れがあります。 



5. ご使用方法 


リモコンの電池交換の仕方 


リモコンの裏側の電池壹にあるに PEN 」 ので字部分を指で押し下げながら 
電地蓋を手前側にスライドさせ開きます。 

©©の向きに注意しながら電池を袭換します。交換し終えたら、 

先ほどと逆の要領でリモコンに電池蓋を装着してください。 

電池には単四型乾電池2本をご使用ください。 

X ちい電旭と新しい電池を混ぜて使巧しないでください。 



風向きの変え方 


■風向きを上下に変えたいとき 


参モーター部、あるいは取っ手部を持って 
上下に変えます。 


が]12度 
約 18 度 ~ 


■風向きを右左に変えたいとき 

卸胞も雨麵 



I モーター部、あるし、は 

取つ手を持つて が]45度 

ち左に変えます。 


約45度 


A 注意 

0 

モーター 部、あるい 
は取っ手を持って、 
風向きのち度を調整 
してくださし、。 



首振りつまみ 



-日- 








































































5. ご使用方法 


特にを意していただきたいこと 


•羽根、ガードを取り巧けずに、高さ調節ポタンを巧したりモーターを運輯させ 
ないでください。モーター部が急にはね上がりけがをずる恐れがありまず。 

参運転中は絶巧にガードの中へ手や、物を入れないでください。特に羽根の裏側はを険 
です。けがをしたり、破損したりします。特に小さなお子様には注意してください。 

参乳幼括、お年寄り、病気の方には長時間直新風を当てないでください。健康によくありませんので、お休み前に 
はタイマー磯能をご使用ください。その際、風を壁などに竺てて反射風を利用してください。 

参使用中(羽根が回乾している時)本体の移動はしないでください。羽根が割れる原因になりまず< 


A 注意 


カーテンなどをのい込んだり、 

首振りがなげられたりしないを 
をした場巧で疫巧して < ださい< 
転倒したり、 モーターす 良の原 
因にな W ます。 


6. お手入れの仕方 


A 警告 

主意 1 

〇 

し 

参お手入れ前に、運転を停止し 
必す差込プラグを持ってコン 
セントから抜いてください。 

X 感電1シヨート、やけどの原因 
になります。 

〇 

♦台所巧洗剤、シンナ ー 、クレンザー、化学ぞう 
きん、ナイ□ンたねしは使わないでください。 
•化学ぞうきんでこすったり、長時間接舰させ 
たままにしておきますと、を質したり塗装がは 
がれた りすることがありますので、 

ごを意ください。 se A ^ . 


• 羽根*本体は、めるま湯か中性洗剤を還した巧でふき取った後、 

柔らかい布でからぶきしてください。 

ホコリなどが羽根などに多量につくと、モーターが加熱したり異常な 
振動を起こして損傷や破損の原因になります。お早めにホコリや巧れを落とすようにして〈ださ！:、 


7. 修理を依頼される前に 


こんなとき 

お調べいただくところ 

羽根がまわらない 

•差込プラグはコンセントにしっかりと差し込まれていまずか。 
参羽根とガードが接触していませんか。 

参しっかりと組立ててありますか。 

•停電していませんか。 

羽根は回るが 
異常音がする 

参羽根はしっかりと取りがけられていますか。 

•ガードはしっかりと取り付けられていますか。 

•羽根とガードが接触していませんか。 

リモコンで操作できない 

•電池が消耗していませんか。 

•電池の入れ方（©©の方向）は間違っていませんか。 

停電後正常な運乾が 
^できない 

•差述プラグを抜いて差し直してください。 

J 
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